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「インドにおけるイスラーム科学の原典研究」
中間報告⑶
矢　野　道　雄
はじめに
　ブラウン大学の数学史科の創設者オットー・ノイゲバウアー教授は古代・中世天文学史の文脈にお
けるインドの重要性をいち早く認識していた。彼によってブラウン大学に招かれたデーヴィッド・ピ
ングリー教授は，インド文献学の分野として広い意味の科学文献を正当に位置づけた。同大学の客員
教授でもあった E. S. ケネディ教授は，イスラーム精密科学史におけるインドの天文学と数学の重要
性を十分に理解していた。わたしは日本学術振興会米国大学院留学生として1973年にブラウン大学に
留学して以来，これらの先達の業績を継承しようとしてきた。今回の研究はその延長線上にあり，文
化交流史の観点から，インドにおけるイスラーム科学を原典に基づいて考察しようというものである。
　イスラーム科学史の研究は，現在では，フランクフルト，バルセロナ，ロンドンなどで活発になっ
ているが，いずれも中世ヨーロッパ科学との接点が中心であり，インドにおけるイスラーム科学にま
では手が回らない状況である。デーヴィッド・キング教授（現フランクフルト大学）がインドでアラ
ビア語写本の調査をしたのはおよそ20年前のことである。ハイダラバードやアリガルなどにムガール
朝時代の流れを受け継ぐ資料豊富な図書館があるが，アラビア語，ペルシャ語写本の保存状況は良好
とは言えず，精密科学史にいたっては，その内容を理解できる図書館員さえいない状況であり，研究
者は皆無に近い。
　イスラームの精密科学史はその重要性が夙に指摘されていたにもかかわらず，公刊された基礎資料
は少なかった。したがって世界各地の図書館に存在する写本が重要な研究資料になる。わたしが本研
究課題のもとでインドで資料の収集を行ったのはこのような背景がある。
1　インドにおける文献調査報告
1.1　2004年の調査
　2002年度は共同研究者の山本啓二がインドのアリガルとラームプルでアラビア語資料の調査を行い，
2003年度はわたしがラームプルとパトナで写本の調査と収集を行った。これらについてはすでに本所
報で報告したので，今回は2004年度に行った調査の結果を報告する。この調査旅行には，共同研究者
山本の他，東京大学大学院博士過程で科学史を研究している三村太郎氏にも同行してもらった。
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1.1.1　ローケシュ・チャンドラ博士訪問
　ニューデリーに着いた翌日，インドにおけるインド・チベット研究の大御所であるローケシュ・チ
ャンドラ（Lokesh Chandra）博士の自宅を訪問した。これは京都大学名誉教授井狩彌介氏の依頼に
よるものである。博士が所有するオランダの碩学カーランド（W. Caland）の手稿二点を京都大学に
無償で寄付したいという申し出があったので，これを受け取って持ち帰るのが訪問の目的であった。
　ローケシュ・チャンドラ博士の父親ラグ・ヴィーラ（Raghu Vira）氏はカーランドの弟子で，カ
ーランドがインドから出版した書物の元の手稿をあずかっていた。父親が亡くなった後，その手稿が
息子のチャンドラ博士のもとに残されていたのである。井狩氏からの私信によると，「碩学 Caland
の手稿はオランダでも戦災のためほとんど残らず，美しい書跡は，内容ともにインド学史の貴重な資
料」である。チャンドラ博士はこのように貴重なものを郵便で送るのは不安なので，だれか信用でき
る人物の手に託したいと望まれたのだ。
　2004年 8月19日朝，ニューデリーの南の郊外に，元国会議員でもあった博士の大邸宅を訪問し，井
狩氏に渡すべき手稿をあずかった。歓談しているうちにわたしの研究にも関心を示し，インド学とチ
ベット学のあらゆる分野にわたる膨大な文献・資料を収納した書庫へ私を案内し，天文学・数学関係
の棚の前では「ほしいものがあれば持っていってもよろしい」と言われた。わたしは即座にどれをほ
しいと言うことはできず，後日あらためて訪問することにした。
1.1.2　ハムダード大学訪問
　ニューデリーのハムダード大学（Hamdard University）はイスラーム医学（ユーナーニー）を専
門とする大学であり，イスーラム科学史の写本も多数所有している。われわれがいつも世話になって
いるアリガル・ムスリム大学のアンサリ（Ansari）教授が，ここで出版している学術雑誌 Studies in 
History of Medicine and Science の編集長であった時期にわたしも編集委員の一人として名前を連
ねていたことがあるので，アンサリ教授とわれわれ日本人 3人はたいへん歓迎された。
　図書館員ハサン（Hassan）氏，，館長のハーリド（Khalid K Frauqi）博士などと面会したあと，
ハサンさんに写本室に案内された。すでに天文学，占星術，数学に分けて重要な写本が出してあった。
山本氏は現在校訂中のアブー・マアシャル（Abu－ Ma‘shar）の占星術書（Great Introdution）の写
本があったので，すぐにデジタルカメラで撮影しようとしたが，学長の許可が必要とのことで制止さ
れた。しかしすでにマイクロフィルム化されており，そのコピーを注文することができるというので，
依頼書の書面をアンサリ教授に作成していただいた。
1.1.3　フダ・バフシュ図書館訪問
　2004年 8月21日ビハール州パトナ市のフダ・バフシュ図書館（Khuda Bakhsh Oriental Public Li-
brary）を訪問した。わたしとしては昨年に続き二度目であり，昨年世話になった図書館員のハサン
（Hassan）氏に今回も世話になった。読書室（reading room）で写本を閲覧。とくに重要なのは昨年
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も調査した請求記号2519の写本で，そのうちいくつかは昨年撮影した。今回は残りのすべてを撮影す
るつもりであった。 3人がそれぞれ希望する写本を請求して書庫から出してもらった。デジタルカメ
ラによる撮影許可を求めたところ意外な返事が戻ってきた。撮影には枚数制限があり，一人あたり
100葉以内だという。昨年来たときはそのようなことははっきりと言われなかったので，館長と面会
して説明を聞くことにした。館長は昨年までいたアンサリ氏（前述のアンサリ教授とは別人）に代っ
て今年赴任したばかりのアフマド（Imtihaz Ahmad）氏である。やはり100葉の枚数制限があるとい
う。
枚数制限　そこで昨年わたしが提出した書式にしたがって，私と山本，三村の 3人それぞれの許可願
いを reading roomの室長に持っていったところ，なんと今回は 3人がひとつのグループとみなされ
るので全員で合計100葉しか撮影できないという。驚いて館長に確認を求めようとしたが，会議中な
どでなかなかつかまらなかった。
　午後遅くになってようやく返事をもらったが，やはり 3人で100葉という制限は変えられないとい
う。やむをえず許可願いのリストを 1/3 に縮小して，山本，三村両氏の名前の分だけ提出した。こ
のリストも室長氏が長い時間かけてチェックするので，実際に写本を reading roomから自然光のあ
たる玄関口まで持って出たときは閉館時間がせまっていた。わずか30分で100葉の裏表を撮影するの
は至難の業であった。
　仕事を終えた後，館長室へ行って抗議をした。一人100葉という制限は認めるにせよ， 3人を一人
として扱うのはおかしい，われわれは一人前に扱われないのか，と迫ったが， 3人が一緒に来たのに
はそれだけのわけがあるように思われる，つまり制限枚数以上に入手したいから 3人でやって来たと
解釈されることになるというのだ。しかし日本の文部科学省の研究費でわざわざここまできたのに，
わずかな成果で帰ることはできないと懸命に食い下がると，ようやくわたしの分としてさらに50葉を
撮影することが許可された。さらに昨日の撮影はうまくいかなかったものをもういちど撮らせてほし
いというと，これも了承された。
写本撮影　翌 8月22日，館長室へ行き，昨年撮影した写本の入った CDを館長に渡すと，館長は昨日
とは別人のように愛想がよくなった。わたしの分として50葉撮影することを確認した。
　さっそく山本氏と三村氏は再撮影を開始。こんどはカメラの三脚とレリースがうまく機能した。私
の方は50葉の追加リストを作成し，室長氏に提出。彼が40葉のはずだったというので，また一悶着。
　途中バッテリの交換，メモリカードの交換などはあったものの，山本，三村の撮影のほうは順調に
進行。合計200葉ほどが 1時間くらいで撮影できた。しかしこれらをコンピュータにコピーするのに
はずいぶん時間がかかった。玄関口のコンセントを利用してコンピュータと，デジタルカメラのバッ
テリーを充電しながらの作業。 1時すぎにようやく完了。山本，三村は撮影結果のチェック。取り直
しが必要なのは 3枚だけと判明。献呈用の CDを作成するために写真をディレクトリに振り分け，す
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べての写真を一枚の CDにコピー。
　デジタルカメラでの枚数は制限されているが，マイクロフィルムの注文ができるということがわか
ったので，注文リストを作成した。 3人で合計923葉になった。 1葉 6ルピーなので合計5538ルピー。
これに 6リール分の取り扱い料120ルピーを加えると合計5658ルピーになった。さらに郵送料として
800ルピーが必要。
物々交換　金額を明記した注文書を提出したので，あとは支払いを済ませるだけであったが，その方
法をハサン氏に相談すると，すべての代金は日本へ帰った後，その代金に相当する英語の図書を贈る
ことで相殺するという。つまり英語で書かれたものならなんでもいいから6458ルピーに相当する書物
を送りさえすればいいというのである。現金で受け取ることも可能だが，書物のほうがありがたいと
いう。ここでは現金取引よりも物々交換のほうが望ましいというわけだ。
　この図書館はアラビア語やペルシア語の写本では有名で，われわれのような研究者が尋ねてくるが，
その名前にある publicの面が弱いのだ。写本を修理したり整理したりする人件費はわずかにあって
も，洋書を買うお金はまったくない。したがってルピーの現金をもらうより，洋書をもらうほうがよ
っぽどありがたいのだ。
　ハサン氏は昨年までは curatorのような仕事をしていたが，人事異動で「図書購買，交換」の部署
に移っているので，余計に洋書の不足を感じているようだった。
後日談　帰国後，私が所有している英語で書かれた書物のうち，重複して持っているものや，今後わ
たしが利用しなくてもこの図書館では利用されるであろうような書物を選んで，およそ200ドル分 6
冊を贈った。しばらくしてそれらを受領したというメールは届いたが，注文したマイクロフィルムは
届かなかった。そのうち「現在マイクロフィルムを収録するためのカメラが故障しているのでしばら
く待ってほしい」というメールを受け取った。すでに帰国後 8ヶ月経過したが，まだ何の音沙汰もな
い。やはりインドの場合はまだ現地へ行って自分で資料を収集する必要があるようだ。
1.1.4　トンクの図書館訪問
　 8月24日ジャイプルから南へ車でおよそ 2時間のところにあるラージャスタン州のトンク（Tonk） 
のアラビア・ペルシア語研究所を訪問。正式名称は Government of Rajastan Maulana Abul Kalam 
Azad Arabic, Persian Research Instituteであり，ラージャスタンの州政府に属している。2004年に
創立25周年を迎えた新しい研究所である。
　前もって手紙を書いておいたのと，アンサリ教授が紹介状を書いてくれていたので，いろいろなも
のがあらかじめ準備されている館長室にすぐに案内された。まず 8頁からなる次のような書類がファ
イルに閉じられていた。
　 1） At a glance
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　 2） Preparations
　 3） List of Manuscripts of Arabic before 1526 A. D.
　 4） Arabic Manuscripts written after 1526 A. D.
　 5） Arabic Manuscripts of Mathematics, Arabic Manuscripts of Astronomy
　 6） Manuscritps of Astronomy, Astrology and Mathematics, Persian & Urdu also preserved 
in the institute
　 7） List of printed books concerning to research work available in the institute （Persian）
　 8） List of printed books concerning to research work available in the institute
　これらを順に説明すると，
1）はわたしのプロジェクト，来訪の目的，最近の著作を紹介したもの。 2）は同研究所でわたしに
たいして提供できる資料と，わたしの助けをしてくれる館員のリスト。 3）から 6）まではアラビア
語とペルシア語の写本のリスト。 7）と 8）は同研究所の出版物のリスト。
　したがってこれらのリストの項目に印をつけるだけで希望の写本等々を出してもらえるように完全
な受け入れ態勢ができていたのである。
　そのうち館長のカーン（Abdul Moid Khan）氏が出勤してきた。館員の話によると，彼だけが州
政府の役人で，あとは全員彼個人に雇用されているようなものらしい。ここでも学者と役人の対照的
な違いを見ることができた。インドの図書館長には学者と役人の二種類の人間がいるといったのはア
ンサリ教授である。ここの館長は役人そのもの。地元の新聞社のカメラマンをあらかじめ呼んであり，
いろいろなポーズで写真を撮られた。花束贈呈のセレモニーもあった。
　ここの出版物のカタログはパトナでもらっていたが，2000年度版であり，今回は新たに2004年度版
をもらった。両者にある「総蔵書数」を比べると（一桁の印刷ミスがあったが）およそ10万件から11
万件へと 1万点ほど増えていた。最近の活動が活発になっているようなのでたずねると，ラージャス
タン政府の資金で全国から写本を集め始めているという。
　今年 3月に出版されたばかりの立派な Souvenir ― 25 Glorious Years of MAAPRI, Silver Jubi-
lee Year ― 2004 という冊子をもらった。ここには最近インドの大統領になったイスラーム教徒のカ
ラーム（Kalam）氏，副大統領，ラージスタン州政府の首相などのメッセージが掲載されている。立
派なカラー印刷なのでどのようにして作ったのか尋ねると，すべてコンピュータのデスクトップ印刷
によるとのことで，その版下を見せてもらった。これを作ったのはコンピュータ部門の若手タリーク
（Tarique）氏で，デリーの大学を出たコンピュータの専門家。
　説明にあたったのはカーン博士（Dr. Mohammed Riyazuddin Khan）だが，英語に癖がありすぎ
てほとんど聞き取れなかった。カリグラフィ学者のカマル（Salahuddin Qamars）さんも余り英語を
話せない。いちばんよく通じたのはアキル（Abid Aqil）氏。
　出版物・記録写真・カリグラフィー陳列室をはじめ，コンピュータ室，製本室，写本陳列室，写本
修復室，ゲストハウスなどを館長自ら案内。コンピュータ室では画面にMICHIO YANOという名前
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の入った Power Pointファイルが準備されていた。わたしの名目をアラビア文字で書いてプリント
アウトしてくれた。途中で警官が来て，怪しいものではないということを証明する文書を書かされた。
それだけここに来る外国人は少ないようだ。Souvenir には来訪客のリストがあり，178人の名前が記
されていた。このなかで日本人は東京外大の麻田豊教授だけであった。その他でわれわれが名前を知
っているのはオランダのダイバー（Hans Diber）博士，フランスのラシェド（Roshdi Rashed）教授
だけであった。
　読書室の立派な椅子に座って，書庫から次々と運び込まれる写本を見た。内容を読む時間はもちろ
んなかったが，おもしろそうな天文図だけはいくつかカメラに収めた。しかしそれほど古く貴重な写
本はなかった。
　ここのカタログ（Catalogue of the Arabic Manuscripts Vol. III）を購入。
1.1.5　ジャンタル・マンタル天文台訪問
　 8月25日（水）ジャンタル・マンタル天文台訪問。台長のシャルマ（Om Prakash Sarma）氏に
面会。Sarmaさんはジャイプル大学のサンスクリット学部卒業で天文学を勉強した。1978年からこ
の天文台勤務。話しているうちにラーシ・ヴァラヤ・ヤントラ（Rāśi-valaya-yantra）という設備が
占星術に関係あるのではないかと質問したところ，まずその12個のヤントラの配置について説明して
くださった。しかし Volwahsenの最近の研究書
1
の説明とはちょっと違っていた。
　続いて占星術の話に話題が移るとたいへん興味があるらしく，手際よくわたしのホロスコープを描
いて説明してくれた。この時使った天体位置暦はインドでよく用いられている Lahariの Ephemeris
であった。このときの会見についてはすでに『星占いの文化交流史』（勁草書房2004年11月）で報告
した。
　正午を少し過ぎた頃，台長みずから天文台の中の最大の建造物である日時計の内部に案内してくだ
さった。暗闇のなかで天井の穴から差し込んでくる光が移動し，太陽が子午線を通過する瞬間を確認
することができた。
　なお午後の影が写った写真が必要なので，翌日の午後も再度来て調査した。曇りになることがほど
んどなく，強烈な太陽光線のもとで影を中心とした写真をとることができた。さらに上記のラーシ・
ヴァラヤ・ヤントラの配置を記録し，十二宮に対応するヤントラのそれぞれの壁面に描かれた図像を
もう一度撮影しなおした。
1.1.6　Man Sing II Museum Libraryでの調査
　 8月25日午後，ジャイプルの宮殿の博物館にある図書館（Man Sing II Museum Library）で館長
と図書館員（Curator）のシャルマ（Pankaj Sharma）氏に面会した。今年は珍しく雨が降り，湿度
1　Andreas Volwahsen ; Cosmic Architecture in India, Munich・London・New York 2001.
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が高いので，写本は見せられないとのこと。わたしの研究などについて話しているうちにだんだん軟
化して，明日12時に来るようにと言われた。
　ここの天文学写本についてはキングの調査結果が次の論文に報告されている。
David King, ‘A Handlist of the Arabic and Persian Astronomical Manuscripts in the Maha-
raja Mansingh II Library in Jaipur', Journal of History of Arabic Science, Vol. 4, No. 1 （1980）, 
pp. 81-86.
この論文のコピーを見せて，見たい写本を請求したが，図書館の Collection numberが必要だった。
博物館の売店でここで出版されている次のカタログ購入した。
・Catalogue of Manuscripts in the Maharaja of Jaipur Museum （Maharaja Sawai Mansingh 
Memorial Series No. 1）, Jaipur 1971.
・Literary Heritage of the Rulers of Amber and Jaipur （Maharaja Sawai Mansingh Memori-
al Series No. 2）, Jaipur 1976.
前者はアラビア語とペルシア語の写本カタログ，後者は主としてサンスクリットの写本カタログであ
る。なお最近わたしの恩師であるピングリー教授は天文学に関するサンスクリット写本の詳細なカタ
ログを出版している。
David Pingree, A Descriptive Catalogue of the Sanskrit Astronomical Manuscripts Preserved 
at the Maharaja Man Singh II Museum in Jaipur, India, Philadelphia 2003.
　翌日このアラビア語写本カタログから見たい写本11種類を請求したが， 1日でそんなに見れるはず
がないというわけで， 4種類に制限された。正午に写本を出すというのでそれまで館内の伝統物産展
と博物館を見学。
　正午に写本が出てきた。ほとんどがナシュタリク書体でたいへん読みづらい。内容もほとんどわか
らないものが多かった。光が十分でないので，非常に目が疲れた。ただしアルハーゼン（Ibn al-
Haitham）の光学の書の注釈書の写本はたいへんきれいで，図もきわめて精密なのに驚いた。おそら
く定規とコンパスを用いて丁寧に描いたと思われる。通常の写本のフォリオ形式ではなく，番号もな
し。綴じ方からすると，先に綴じてあったのかもしれないが，綴じたままではこれほど正確な図は描
けないはず。その中に一枚の紙切れが入っており，‘Rashed’の署名があった。トンクの訪問客名簿
にもその名前を見つけたが，パリのラシェド教授はインドで写本調査を行ったときにここへ来たので
ある。このメモだけは写本の現物ではないので，監視していた女性に断って写真をとった。ラシェッ
ド教授がこの写本についてのコメントをつけたものであるが，同じ紙切れに別のインクで別の筆跡で
も書きこみがあった。そのときはフランクフルトのキング教授の筆跡ではないかと思ったが，後でキ
ング教授と親しい Benno van Dalen博士に尋ねると，別人の筆跡だということであった。
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2　クーシュヤールの『天体の大きさと距離について』
2.1　はじめに
　クーシュヤール・イブン・ラッバーンの『天体の距離と大きさに関する論文』（Risāla ﬁ l-’Ab‘ād 
wa-l-’Ajrām）という著作の写本について本所報第 2号で簡単に紹介した。これはパトナのフダ・バ
フシュ図書館の貴重写本のひとつであり，同図書館カタログ番号2468（請求記号2519）の「作品集」
（Majmū‘a, ‘Collected Works’）の第 VIである。この作品のアラビア語のテキストと和訳は平成14
年度～平成16年度科学研究費補助金研究成果報告書に掲載するが，同じテーマを扱う他の文献との関
連についてここで述べておきたい
1
。
　まずこの作品はハイダラバードで出版されたことがある
2
が，いままでほとんど注目されることがな
かった。書誌学者の F. Sezginはこれがクーシュヤールのより大きな天文学書 （Zīj al-Jāmi
3
‘） の一部
であると述べている
4
が，これは，わたしが所有する Zīj al-Jāmi‘ の写本コピーを見る限り正確な情報
とはいえない。写本のうち完全なものと言える 3種類はいずれも第 3巻の第22章をこの問題にあてて
いる。それらのフォリオ番号とタイトルは次の通りである。
・Yeni Cami 784, fol. 330b-331a : ﬁ l-’Ab‘ād wa-l-’Ajrām Kawkab : al-t.arīq ’ilay-hā
・Fatih 3418, fol. 113b-115a : ﬁ l-’Ab‘ād wa-l-’Ajrām
・Leiden Or. 8, 94a-94b : ﬁ l-’Ab‘ād wa-l-’Ajrām
フォリオ数を見てもわかるように，この章はいずれの写本においても 2頁余りの短いものであり，分
量からするとパトナ写本の 3分の 1程度である。これらの写本のうち Leiden写本は比較的読みやす
く，lacunaも少ないので，わたしは主としてこの写本を用いてパトナ写本と比較した。その結果，
パトナ写本として伝えられるクーシュヤールの作品は Zīj al-Jāmi‘ の第 3巻第22章とは別の独立した
ものと見るべきであることが明らかになった。したがって両者の関係は次のいずれかである。
1　いくつかの関連論文について教示いただいた三村太郎氏に感謝する。
2　Rasā’il ’l-Mutafarriqa ﬁ l-Hai’at li’l-Mutaqaddimīn wa-Mu‘āsiray il-Bīrūnī, Osmania Oriental Publica-
tions Bureau, Hyderabad-Decan, 1948. 長い英語のサブタイトルを訳すると，「アル＝ビールーニーの有名な
先行者と同時代者が貢献した天文学とその他の主題に関する11の作品を含む」となる。出版年は1948年となっ
ているが，11のそれぞれの作品は異なった年に独立した小冊子として出版され，1948年に一冊に綴じて再刊行
されたものである。したがって，ノンブルはそれぞれの作品で独立している。クーシュヤールの作品の刊行は
1943年となっている。どういうわけかこの作品だけは後に編者による「解説」（s. ifa）が付け加えられている。
このハイダラバード版はそっくりそのまま Islamic Mathematics and Astronomy, Volume 74 として F. Sez-
ginによって1998年にフランクフルトでリプリントされた。
　　なおここに集められているパトナ写本はカタログ番号2468のなかの24, 30, 25, 23, 7, 34, 41, 31, 40, 6 であ
り，この順序で綴じられている。
3　この作品については，かつて京都産業大学外国語学大学院でわたしが指導した柏野俊明君のすぐれた修士論
文を利用させていただいた。
4　F. Sezgin, Geschichte des Arabischen Schrifttums, VI, 1978, p. 248.
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1．Zīj al-Jāmi‘ の第 3巻第22章が先に書かれ，この部分をさらに拡張したのがパトナ写本の
『天体の大きさと距離について』である。
2．パトナ写本の作品が先に書かれ，これを要約したものが Zīj al-Jāmi‘ の第 3巻第22章として
取り込まれた。
これに関してクーシュヤールは Zīj 3.22 の冒頭で，「この問題については簡潔な論文（risāla 
maqs.ūra）が必要である」と言っている。それがパトナ写本として現存するものにあたるのかもしれ
ない。
　パトナ写本の作品は第45葉表の中央（15行目）から始まり，この葉には最初の17行が書かれている。
1葉は31行ずつからなり，最後は第47葉裏の23行目である。書体は読みやすいナスフ体で丁寧に書か
れているが，ところどころに虫食いのためラミネート処理が施してある。
　ハイダラバードで刊行されたテキストはあまり丁寧に準備されたものとは言えず，多くの誤植があ
る。文献学の基本は一次資料を直接利用することであり，また信頼できるテキストを確立することで
ある。したがって，わたしはできるだけ写本に忠実でしかも読みやすいテキストを準備することにし
た。
2.2　クーシュヤールの数値のまとめ
　本所報第 2号でも一部の数値は報告したが，クーシュヤールが与えている主な数値をまとめると表
1のようになる。これらの数値は Zīj al-Jāmi‘ でも用いられている。
 距離の単位としては，「地球の半径」と「マイル」（mīl）が用いられる。 1マイルを3000ジラーウ
（腕尺）， 1ジラーウ（腕尺）を36サブア（指幅）と定義する。 1指幅を「腹が互いにくっつけられた
大麦の 6個分」と定義するが，これはインドの指幅（an
.
gula）の定義と同じである。
　クーシュヤールは「プトレマイオスの基準」にもとづき，地球の子午線の周囲の 1度が662/3 マイル
であるとする。これに360を掛け，アルキメデスの円周率31/7 で割って，地球の半径を3818マイルとす
る。
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　月の視直径は太陽のそれと等しいと見なされていたということが，計算の過程からうかがうことが
できるが，テキストには明瞭に述べられていない。
　球の体積比は直径比の 3乗であるが，単位分数あるいはその和で表現するという古くからの制約に
したがっているために，近似的な単位分数で代用している場合が多い。木星の体積はここでは841/4 ＋
1/8 ，クーシュヤールの Zīj では842/3 ＋1/6 となっているが，いずれも（41/4 ＋1/6 ）3～86.156 より小さい。
2.3　関連する文献
　天体の距離と大きさがいかなるものであるかは，古代ギリシアでは古くから関心の的であった。こ
の問題を数学的にとり上げた最初の天文学者はアリスタルコスであり，そのギリシア語テキストは現
存している
5
。アリスタルコスは地球から太陽までの距離は，地球から月までの距離の18倍から20倍ま
での間であるという結論に達したが，惑星については述べていない。当時はまだ幾何学的な惑星運動
論は確立していなかったのである。
2.3.1　プトレマイオスの『惑星の仮説』
　プトレマイオスは有名な天文学書『アルマゲスト』（原題は「数学的集成」）の他に『惑星の仮説』
（Planetary Hypothesis
6
）という書物を残している。『アルマゲスト』は幾何学的なモデルによって天
体の経度と緯度を数学的に求めることを目的としており，宇宙論的な実体としての天体についてはさ
ほど詳しく論じていない。これを補って同心球宇宙論を展開していったのが『惑星の仮説』である。
この書物は部分的にしか現存していない。とくに同心球宇宙の数値的な側面が論じられている部分は
アラビア語訳とヘブライ語訳があるのみである。アラビア語訳はギリシアの精密科学書の翻訳家とし
て有名な 9世紀のサービット・イブン・クッラによると言われることもある
7
が，この書の校訂本とフ
ランス語訳を出版したMorelon
8
 によれば，著者不明としておいたほうが無難かもしれない。
　『惑星の仮説』の数値をまとめると次のようになる。
5　日本語訳は中央公論社『ギリシア科学』（「世界の名著」 9）に種山恭子訳がある。
6　Bernard R. Goldstein, ‘The Arabic Version of Ptolemy’s Planetary Hypotheses’, Transactions of the 
American Philosophical Society, New Series History of Mathematical Astronomy, p. 917ﬀ . 高橋憲一『コペ
ルニクス・天球回転論』みすず書房，1993年。とくに138頁。Andrea Murschel, ‘The Structure and Func-
tion of Ptolemy's Physical Hypotheses of Planetary Motion', Journal for the History of Astronomy, xxvi 
（1995）, pp. 33-61
7　Goldstein, p. 5.
8　Régis Morelon, ‘La version Arabe de Livres des hypothèses de Ptolémée’, Mélanges Institut Domonic-
ain d” Etudes Prientales du Cairo, xxi （1993）, 7-85.
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　月の最近距離と最遠距離は『アルマゲスト』ではそれぞれ33；33と64；10であるが，ここでは概数
が用いられている。
2.3.2　ハバシュ・アル＝ハーシブ
　天体の距離と大きさに関するアラビア語の独立した文献のうち最も古いのもはハバシュ・アル＝ハ
ーシブ（H. abash al-H. āsib, 8世紀の中頃）のものである。そのアラビア語テキストと英訳は Langer-
mannの論文
9
に含まれている。ただハバシュが論じているのは太陽と月だけであって惑星全体ではな
い。ハバシュは次のような数値を与えている。（単位はマイル）
　　地球の周囲20160
　　地球の半径  3207;16,30
　　月の直径  1886.8
　　月の最遠距離半径 205,800;8,45
　　太陽の軌道直径 7,761,605.5
　　太陽の直径  35,280;1,30
2.3.3　アル＝バッターニー
　中世ヨーロッパに大きな影響を与えた天文学者アル＝バッターニー（al-Battānī, 900年頃イ）はこ
の問題を惑星全体にまで拡張した。かれの天文学書 Zīj al- S. ābi
10
’ の第50章は，「昔の人々と先人たち
が記録した，諸惑星の距離，直径，体の大きさ，天球の厚みとその性質に関してわれわれに伝えられ
9　Y. T. Langermann, ‘The Book of Bodies and Distances of H. abash al-H. āsib, Centarurus vol. 28 （1985）, 
pp. 108-128.
10　Carlo Alfonso Nallino, Al-Battānī sive Albatenii Opus Astronomicun, 3 vols., Milano, 1903, 1907, 1899, 
（rep. 1977）
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た記録」と題してこの問題を扱っている。ここに見られる数値をまとめると次のようになる。このう
ち水星の体積はテキストに問題があるので，直径を 3乗したものを記した。
2.3.4　アル＝カビースィー
　アル＝カビースィー（Abū s. -S. aqr ‘Abd al-‘Azīz ibn ‘Alī l-Qabīsī, ラテン名 Alcabitius, 10世紀中
頃）は，アル＝バッターニーに劣らぬほどの影響を中世ヨーロッパに残した。かれの占星術作品は最
近バーネット・山本・矢野の共同研究の成果として公刊された
11
。「天体の距離と大きさについて」と
題するかれの著作については，山本・バーネットがアラビア語テキストと英訳を準備している。暫定
的なアラビア語テキストは山本が平成15～平成16年度科学研究費補助金研究成果報告書に収録してい
る。また未完成の英訳も参照することができた。アル＝カビースィーは『アルマゲスト』に基づいて，
当該の問題をきわめて詳細かつ丁寧に論じている。クーシュヤールはアル＝カビースィーの名前に言
及していないが，この作品に影響を受けて，これを簡略化したのかも知れない。アル＝カビースィー
の数値だけをまとめると次のようになる。
11　Ch. Burnett, K. Yamamoto, and M. Yano, Al-Qabīs. ī : The Introduction to Astrology, Warburg Institute 
tudies and Texts 2, London-Turin, 2004.
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　なおアル＝カビースィーは地球の半径を3209マイルとして，上記の距離をマイルによっても表して
いる。
2.3.5　アル＝ビールーニー
　アル＝ビールーニーは『天文宝典』（al-Qānūn al-Mas‘ūdī）の第10巻第 6章でこの問題を詳しく扱
っている。天体の地球からの距離に関しては，まずインド天文学で用いられる数値を「プリサ」（Pu-
lisa）すなわち『パウリシャ・シッダーンタ』（Pauliśasiddhānta）に基づいて紹介している。
　インド天文学の伝統ではすべての惑星は同じ時間では同一のリニアな距離を運動することになって
いる。ここで角度における月の軌道の 1分が15ヨージャナ（yojana）であることが前提になっている。
月は 1ユガ（4,320,000年）に天球を57,753,336回転するので，その間のヨージャナ単位の運動は
　　57,753,336×360×60×15＝18,712,080,864,000ヨージャナ
になる。すべての惑星は 1ユガの間にこれだけの運動をするので，この数値を各惑星の 1ユガにおけ
る回転数で割ると，各惑星の軌道の周囲がヨージャナ単位で得られることになる。ビールーニーはこ
れを円周率 3927―1250（＝3.1416）で割るが，この比率を「アルキメデスの見解と離れていない」と述べて
いる。
　たとえば土星の場合は 1ユガにおける回転数は146,564なので，軌道半径はおよそ63,835,869ヨージ
ャナになる。ビールーニーによれば，15ヨージャナが 8マイルであるから，およそ34,045,797マイル
に相当する。これはオーダーとしてはクーシュヤールの値に近い。
　インド天文学における惑星の距離の問題をこのように論じたあと，ビールーニーは「ギリシア人た
ち」の見解を紹介する。その内容は上に述べたものと同様である。
　ビールーニーは『星学入門』においてもこの問題を扱っている。この書物は占星術の入門書である
が，数学，天文学，宇宙論の基礎を説明してから占星術の専門的なテクニックを教えるものであり，
天文学にとってもきわめて便利なすぐれた入門書である。その第205章と第206章に天体の距離と大き
さの問題が扱われており，それは『天文宝典』の当該部分を見事に要約したものでもあるので，そこ
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にみられる数値を表 5にまとめておきたい。
2.4　さいごに
　天体の距離と大きさについて，クーシュヤールと，彼に前後する天文学者たちの数値を比較してみ
たが，いずれもプトレマイオスの『アルマゲスト』や『惑星の仮説』から大きく逸脱していないこと
がわかる。しかしまったく同じ数値が用いられているわけではなく，いくつかの変更が見られること
も事実である。これらは天文学的な観測に基づく変更ではなく，あくまでも数値計算上で起ったもの
である。惑星の経度と緯度については観測が大きな役割を果たしてきたが，その物理的実体としての
距離と大きさの問題は，地球を中心とする古代・中世の宇宙論の枠組みのなかでは正しく扱うことは
できず，もっぱら数値的な操作に終始せざるを得なかったのである。それでも古代・中世天文学者の
心を捕らえ続けた問題であった。
　プトレマイオス自身が『アルマゲスト』と『惑星の仮説』では異なった数値を用いているところが
ある。それは単に数値のラウンディングの問題に帰せられるものもあるだろうが，計算手順の違いに
由来することもあるだろう。同種の問題を扱うアラビア語の文献に見られる数値の違いも，それぞれ
に意味があり，ひとつひとつが説明できるはずである。それによってテキストの伝承・依存関係など
も明らかになってくる。今回の報告ではこれらの詳細について分析する時間的余裕がなかったが，引
き続いてこの問題を追求していきたい。
　またこの点に関して，ビールーニーがギリシア人とインド人の見解を，比較するかのように，同じ
文脈で紹介しているとことはきわめて興味深い。インドの宇宙論は，時間論とともに巨大な単位を用
いるところにその特徴があるが，ギリシア由来の閉じられた宇宙論とインドの宇宙論がかれのなかで
どのように共存ていたかをさらに検討するのも今後の課題である。
